
CRA 203       
        第三級総合無線通信士「英語」試験問題      ５問 １時間３０分 
 
１． 次の英文を読み、A-1 から A-5 までの設問に答えなさい。解答は､それぞれの設問に対応する選択

肢の１から３までの中から答えとして最も適切なものを一つずつ選び、その番号のマーク欄を塗りつ

ぶしなさい。    
  Bottled water is a modern marketing success story. These days, we see it everywhere, in 
lunchboxes, and lecture halls, at meetings and sporting events. Even thirty years ago, almost 
nobody thought of buying bottled water. Most people were happy with the plain tap water. 
  The Japanese market for bottled water tripled between 1994 and 2004 and is still growing. The 
average Japanese person today drinks 12 liters of mineral water a year, although that is still only 
one-twelfth of the amount drunk by the average French person. 
  When we buy a bottle of water, we are really paying for the brand as much as for the water. In 
the case of San Pellegrino in Italy, it is not so much the water that we buy as the bubbles. The still 
drinking water of the town is free and only the bubbles are added in the factory.  
  There are signs, however, that things may be about to change. People around the world are 
starting to think again about the effects of all those plastic bottles on the environment. The United 
States Conference of Mayors recently resolved to encourage tap water use. In the U.K., bottles of 
water are no longer served at government meetings. The movement against bottled water is 
growing. 

(注) tap water 水道水  plastic bottle ペットボトル 
 
（設問） 
A-1 ボトルに入った飲料水は今、どんなところで飲まれているか。 
  １．公園で飲まれている。 
  ２．食堂で飲まれている。 

３．あらゆるところで飲まれている。 
 

A-2 ３０年前は、ボトルに入った飲料水はどのような状況にあったか。 
  １．３０年前から人気の飲料水であった。 
  ２．水道の水で十分であると考え、多くの人々は見向きもしなかった。 
  ３．運動競技者に人気があった。 
 
A-3  日本では、ボトルに入った飲料水の需要は１９９４年から２００４年の１０年間でどのように変化

したか。 
  １．３倍になった。 
  ２．落ち込んだ。 
  ３．フランスと比較すると、１２倍にもなった。 
 
A-4 最近、アメリカの市長会議で決議したこととはどんなことか。 
  １．ペットボトルの飲料水は安全性が高いので、市民に積極的に飲むよう奨励することにした。 
  ２．飲料水として水道水を奨励することを決議した。 
  ３．会議のときは、ペットボトルの飲料水を出さないことを決議した。 
    
A-5 筆者は、ボトルに入った飲料水に対して、世界の人々はどのような動きをしていると考えているか。 
  １．ペットボトルが環境に及ぼす影響について考え始め、ペットボトルに入った飲料水に反対する動

きが高まっている。 
  ２．イギリスとアメリカだけがボトルに入った飲料水に反対している。 
  ３．先進国だけが反対している。 
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２． 次の A-6 から A-9 までの英文は、海上移動業務に関する国際文書の規定に沿って述べたものであ

る。この英文を読み、それに続く設問に答えなさい。解答は、それぞれの設問に対応する選択肢の１

から３までの中から答えとして最も適切なものを一つずつ選び、その番号のマーク欄を塗りつぶしな

さい。 
A-6  Maritime safety information includes navigation and meteorological warnings, 

meteorological forecasts and other urgent messages pertaining to safety transmitted from coast 
stations or coast earth stations. 

（注） maritime safety information  海上安全情報     pertain to ～に関する  
 
（設問） 海岸局又は海岸地球局から送信される海上安全情報はどのような情報を含むか。 

１． 航行、気象予報に関する通報に限定される情報。 
２． 気象予報及び至急取扱の他の通報に限定される情報。 
３． 航行警報及び気象警報、気象予報並びに安全に関する他の緊急通報など。 

 
A-7  The safety call format or the safety signal indicates that the calling station has an important 

navigational or meteorological warning to transmit.       
 

（設問） 安全呼出フォーマット又は安全信号の役割は何か。 
 １．呼出局が重要な航行警報又は気象警報を送信すること。 
２．受信した呼出局が航行警報又は気象警報を送信すること。 

  ３．呼出局が必ず受信証を送る航行警報又は気象警報である。 
 
A-8  Intership navigation safety communications are those VHF radiotelephone communications 

conducted between ships for the purpose of contributing to the safe movement of ships. 
     （注）intership  船舶相互間の 
 
（設問） 船舶相互間の航行安全通信とはどのような通信か。 
  １．海岸局相互間で行われる VHF の無線電話通信である。 
  ２．船舶の安全な移動に役立てる目的で船舶相互間において行われる VHF の無線電話通信である。  
  ３．船舶と航空機との間で行われる VHF の無線電話通信である。 
 

 
A-9  To facilitate the reception of distress calls and distress traffic, all transmissions on 156.8MHz 

shall be kept to a minimum and shall not exceed one minute. 
 
（設問） 156.8MHz による伝送には制限が加えられている。それはなぜか。 
  １．遭難呼出し及び遭難通信を容易に受信できるようにするため。 
  ２．遭難呼出し及び遭難通信を容易に送信できるようにするため。 

３．すべての無線通信業務に有害な混信を生じさせないようにするため。 
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３． 次の設問 B-1 の日本文に対応する英訳文の空欄（ア）から（オ）までに入る最も適切な語句を､ 
  選択肢の１から７までの中からそれぞれ一つずつ選びなさい。解答は、選んだ選択肢の番号のマーク

欄を塗りつぶしなさい。 
 
(設問)   
B-1   Ａ：  あなたは船旅と飛行機による旅行のどちらが好きですか。 
      Ｂ： わたしはそんなに大きな船でなくとも、飛行機による旅行より船旅の方がいいですね。 

 
      A:  Which do you like ( ア ), to travel by ship ( イ ) by air? 
      B:  I ( ウ ) to go by ship ( エ ) the boat is ( オ ) so big. 
      
      1.   better         2.   even now         3.   even when         4.   not        
 

  5.   or            6.   prefer            7.    really 
 
４． 次の設問 B-2 の日本文に対応する英訳文の空欄（ア）から（オ）までに入る最も適切な語句を、 
  選択肢の１から７までの中からそれぞれ一つずつ選びなさい。解答は、選んだ選択肢の番号のマーク

欄を塗りつぶしなさい。 
 
（設問）  

B-2 本船は、三崎港で漁具と清水
せいすい

の積み込みが終了したら、直ちに長崎港に向かいます。 
 
      We will ( ア ) out ( イ ) Nagasaki ( ウ ) away after taking on the ( エ  ) and fresh 

water ( オ ) Misaki. 
 
      1.   at           2.   fishing gear          3.   fishing ground     4.   for 
       

5.   get          6.   right                 7.   set 
 
 
５． 次の設問 B-3 の日本文に対応する英訳文の空欄（ア）から（オ）までに入る最も適切な語句を、 

選択肢の１から７までの中からそれぞれ一つずつ選びなさい。解答は、選んだ選択肢の番号のマーク

欄を塗りつぶしなさい。 
 
（設問）    
B-3  デジタル選択呼出技術によって他の船舶局を呼び出す船舶局は、その呼出しのために周波数 

2177 kHz を使用するものとする。その呼出しの受信証は、また、この周波数で行うものとする。 
   

A ship station ( ア ) another ship station ( イ ) digital selective-calling ( ウ )  
should use the frequency 2177 kHz ( エ ) the call. Acknowledgements of such calls should also 
be ( オ ) on this frequency.  

 
  1.   by          2.  called               3.   calling               4.   for  

 
5.   made       6.  technicians          7.   techniques 
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